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３ はじめの言葉 
 
 
４ 安い労賃を海外に求める企業に 

国内の人件費の上昇を求める政府     田原文夫 
 

何もせぬのが政治家だと言ってしまえばそれまでだが、現政権が何もせぬ前に、円相場

が急落し、為替益が期待できる一部企業の株価が上がり、それが地合いとなって日本の株

式相場が上がった。何もせぬ前に、国の株価とも言える円相場が下がったのである。さっ

そくにして、ガソリンなど輸入品物価が上がりだした。現政権は、物価指数の上昇を了解

しているのだから、期待通りということかもしれないが、これを持って「デフレ脱却」だ

と勘違いしてはならない。同時に、国内物価の上昇が、決して日本の国際競争力を増すも

のでもないことも確認しておきたい。 
 

 

１０ 情報社会を考える その３０ 
   情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか     編集部 

 

思い切った財政出動をすると豪語したことが、世界中の金融市場に、ある種の火を着け

たようだ。果たして吉と出るか凶と出るか。とにかく、山が動いたように見えるが、正念

場はこれからである。国を担うのも、企業を担うのも、皆人材である。動き出した財政的

余裕がある時こそ、この 20 年間怠ってきた人的資源の育成に精出していくことを期待し

たい。 

 

 

１３ 日本再生／世界競争力回復のカギ 
何故 M-BIM 構築が必要か  その 25          水田 浩 

 
人口が減り、予算が減る縮小する社会で、生活レベルを維持するのがインフラ維持の主

題となる。米国の BIM では建物の設計・施工段階から運用段階に情報を移す標準として

COBie（Construction Operations Building information exchange)が作成されたが、日本

では老朽化したインフラの 3 次元のレーザースキャンの結果を COBie として使える。そ

こで日本版 COBie の作成が不可欠となる。 
 

３ 
２０１３ No.702 
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１８ 連載 アーキテクチャ論 （23） 
製品アーキテクチャ                   山本修一郎 

 
今回は、製品アーキテクチャについて説明する。はじめに、製品のモジュール型設計と

インテグラル型設計を比較しながら製品がアーキテクチャ設計とどのように関連するか

を紹介する。次に、モジュール型アーキテクチャの特質について説明する。さらに、モジ

ュール型アーキテクチャの事例として、ファナックの NC システム、自動車分野における

AUTOSAR の取り組み、コマツの KONTRAX を紹介しよう。 
 

 

２５ ユーザー視点でのサーベイのススメ  
    情報分析技術者の不足とそのリスク            aism 

 
セキュリティリスクサーベイのススメをし、合わせてセキュリティ対策現場を検証して

いる過程で、実に様々な古くて新しい問題の再発見をすることとなった。対策の責めを負

う主体の再確認もさることながら、守るべき情報の定義まで、改めて見直しの必要性を痛

感させられる。リスク監査部門から現業部門にいたる人事異動の壁という存在が大きいこ

とは、前号で報告した通りである。中でも、守るべき対象のデータ／情報の範囲はどこま

でかを分析／解析し、それをまとめ上げる作業を担える人材が枯渇してきていることは深

刻だ。見直しの作業には、セキュリティ対策の守備範囲とすべきデータ／情報の対象の見

直しも含まれるからだ。 
 
 

２９ ものの造れる日本再生に向けて  その 18 
   第二／第三の創業へ                     Dr.ベスト 

第 18 回 スキルズインベントリを基盤とする 

人的資源管理（HRM）システムの構築(4) 

 
1970 年代のオイルショック後の 1980 年代は「激動の時代」と予測されたが、実は、「ジ

ャパンアズ No1＝No1 としてのニッポン」という、今にして思えば黄金期だった。その黄

金の夢が一気に醒めたのが、1991 年のバブル崩壊という悪夢からの出発だった。そして

それは、さらに厳しい姿勢で日本全体の産業界のリストラクチャリングに挑戦する時代の

幕開きだった。まさに温故知新である。新興国にはない一企業の枠を超えたリストラクチ

ャリングの歴史をひもといてみよう。鉄鋼、造船、エンジニアリング、自動車、電気・電

子業界の動向を追いながら、これからの日本再生に向けて踏み込んだ展望をしてみたい。 

 

 

３４ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第４１回 米大統領選は、ICT の実験場             根本忠

明 

 
昨年の米大統領選挙は、2008 年のネット選挙から更に進歩を遂げている。新しい ICT
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の実験場といってよいほどである。今後の日本の選挙での実現を期待して、ビッグデータ

とスマートアプリの活用の話題について、紹介することにしたい。 
 

 

３６ 続インテリジェンスへのいざない 38 
サイバーテロに向けたインテリジェント基盤の確立を       今井 武 

 
中国からのレーザー照準を受けた日本船。専守防衛の法的規制に縛られる日本でなかっ

たら国家間戦争になっていただろう。アメリカはサイバー攻撃であっても戦闘行為とみな

し、物理的軍事行動を起こすことができるとしている。日米安保条約が有事の際にどうい

う解釈をされ、アメリカがどういう行動をするのか。日本がサイバーテロだけでなく、レ

ーザー照準を受けても、コメントもなかった。日本国家としてのセキュリティ体制を改め

て見直すと同時に、本格的なインテリジェンス活動に入る段階になったといえそうだ。 
 

 

３９ 一味違うウェブ検索 

  第三十二話 「事典・辞書」などの使い方シリーズ  

①事典・辞書を使って「提起し難いキーワード」を見つける 

   ぐぅのうぇぶへい 

前回スタートした「統計数値に注意する」シリーズと、交互に「事典・辞書などの使い

方」シリーズをスタートさせることにする。最初は、辞典・辞書を利用して、なかなか思

い起こせないキーワードを、簡単に見つける方法について紹介する。 
 
 

４２ 新連載 バカヤロー侍 悪を斬る          すぎやまチヒロ 

  

 
 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
WebCR 編集部からのお知らせ 
 
本誌に連載／掲載されている記事に関するご質問、ご意見をお待ちしております。近い

将来に予定されているプロジェクトに先立って不安や問題点の確認をなさりたい方、現在

進行中のシステムのプロジェクトマネジメントにおけるトラブル関連など、何でも結構で

すので、下記メールアドレスまでお寄せ下さい。 
 
cr-info@jmsi.co.jp 

 
 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆  
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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